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別紙

防衛装備庁における航空機の搭乗について

１ 趣旨

この通達は、航空機の使用及び搭乗に関する訓令（昭和３６年防衛庁訓

令第２号。以下「訓令」という。）第１３条の規定に基づき、防衛装備庁

における航空機の搭乗に関し必要な事項を定めるものとする。

２ 用語の定義

この通達において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定める

ところによる。

⑴ 所属長 長官官房審議官及び内部部局の部長並びに施設等機関の長を

いう。

⑵ 部長等 長官官房審議官及び内部部局の部長をいう。

⑶ 他自衛隊 防衛装備庁以外の自衛隊をいう。

３ 防衛装備庁に所属する航空機への搭乗

⑴ 内部部局の隊員（防衛技監を含む。以下同じ。）の防衛装備庁に所属

する航空機への搭乗は、防衛装備庁長官（以下「長官｣という。）の承

認を受けなければならない。

⑵ 部長等は、その所掌事務に関し、内部部局の隊員が防衛装備庁に所属

する航空機に搭乗する必要がある場合には、別紙様式第１により、長官

官房総務官（以下「総務官」という。）の合議を経て、長官に申請する

ものとする。

⑶ 長官は、搭乗を承認した隊員の搭乗について、岐阜試験場長（以下「

場長」という。）に通知するものとする。

⑷ 施設等機関の長は、所属の隊員が防衛装備庁に所属する航空機に搭乗

する必要がある場合には、別紙様式第２により、場長に対し、搭乗を依

頼するものとする。

⑸ 場長は、前号の隊員の搭乗を承認したときは、その旨を当該施設等機

関の長に通知するものとする。

⑹ 前２号の規定は、他自衛隊の隊員の防衛装備庁に所属する航空機への

搭乗手続について準用する。

４ 他自衛隊に所属する航空機への搭乗

⑴ 部長等は、その所掌事務に関し、内部部局の隊員が他自衛隊に所属す

る航空機に搭乗する必要がある場合には、別紙様式第３により、総務官

の合議を経て、長官に申請するものとする。



⑵ 長官は、搭乗の必要を認めた隊員について、当該他自衛隊の規則に基

づき、当該他自衛隊の航空機使用者に対し、搭乗を依頼するものとする

。

⑶ 施設等機関の長は、所属の隊員が他自衛隊に所属する航空機に搭乗す

る必要がある場合には、当該他自衛隊の規則に基づき、当該他自衛隊の

航空機使用者に対し、搭乗を依頼するものとする。

５ 自衛隊に属しない航空機への乗組み

所属長は、所属の隊員が自衛隊に属しない航空機に乗り組む必要がある

場合には、別紙様式第４により、総務官の合議を経て、長官に申請し、そ

の承認を受けるものとする。

６ 部外者の防衛装備庁に所属する航空機への搭乗

⑴ 所属長は、その所掌事務に関し、部外者（既に訓令第６条各号又は第

７条第１項各号のいずれかに該当している者を除く。）が防衛装備庁に

所属する航空機に搭乗する必要がある場合には、当該部外者に別紙様式

第５の提出を求め、意見を付して、当該様式を場長に送付するものとす

る。この場合において、航空機搭乗申請書を受理した者は、当該航空機

搭乗申請書の真正性について確実に確認を実施するものとする。

⑵ 場長は、前号の部外者の搭乗を承認したときは、別紙様式第５により

、その旨を当該部外者に通知するとともに、その写しを当該所属長に送

付するものとする。

７ 部外者の他自衛隊に所属する航空機への搭乗

⑴ 所属長は、その所掌業務に関し、部外者が他自衛隊に所属する航空機

に搭乗する必要がある場合には、当該部外者に別紙様式第６の提出を求

め、意見を付して、当該様式により、総務官の合議を経て、長官に申請

するものとする。この場合において、航空機搭乗依頼書を受理した者は

、当該航空機搭乗依頼書の真正性について確実に確認を実施するものと

する。

⑵ 長官は、搭乗の必要を認めた部外者について、当該自衛隊の規則に基

づき、当該他自衛隊の航空機使用者に対し、搭乗を依頼するものとする

。

８ 航空生理訓練

⑴ 所属長は、その所掌事務に関し、隊員が航空生理訓練及び飛行適応検

査の実施に関する達（昭和４３年航空自衛隊達第７号。以下「達」とい

う。）の規定に基づく航空生理訓練（以下「訓練」という。）を受ける

必要がある場合には、達第２０条第２項に規定する文書及び診断書を添

付して、長官に申請するものとする。



⑵ 長官は、訓練の必要を認めた隊員について、達第２０条第１項の規定

により航空幕僚長に依頼するものとする。

９ 部外者の搭乗の報告

場長は、四半期ごとの部外者の航空機搭乗状況について、各四半期終了

後１５日以内に別紙様式第７により長官に報告するものとする。

１０ その他

⑴ 部長等は第３項第３号及び第４項第２号に規定する手続に係る事務を

、所属長は第７項第２号に規定する手続に係る事務を、長官官房人事官

は第８項第２号に規定する手続に係る事務を、それぞれ行うものとする

。

⑵ この通達に定めるもののほか、航空機の搭乗に関し必要な事項は、所

属長が定める。



別紙様式第１（第３項関係）

防衛装備庁長官 殿

年 月 日

部 長 等 名

航 空 機 搭 乗 申 請 書

所 属

官 職 （ 階 級 ）

ふ り が な
氏 名

生 年 月 日 （ 歳 ）

認 識 番 号

航空従事者技能証明書の種類

連絡先：住所（電話番号）

搭 乗 機 種

搭乗日時（又は時間）及び場所

搭 乗 を 必 要 と す る 理 由

上記の搭乗を承認する。

年 月 日

防衛装備庁長官

注：１ 搭乗者が複数の場合は、搭乗者を別紙に記載することができる。

２ 用紙の寸法は、日本産業規格Ａ４判とし、縦に使用する。

搭

乗

者



別紙様式第２（第３項関係）

岐阜試験場長 殿

年 月 日

施設等機関の長

航 空 機 搭 乗 申 請 書

所 属

官 職 （ 階 級 ）

ふ り が な
氏 名

生 年 月 日 （ 歳 ）

認 識 番 号

航空従事者技能証明書の種類

連絡先：住所（電話番号）

搭 乗 機 種

搭乗日時（又は時間）及び場所

搭 乗 を 必 要 と す る 理 由

注：１ 搭乗者が複数の場合は、搭乗者を別紙に記載することができる。

２ 用紙の寸法は、日本産業規格Ａ４判とし、縦に使用する。

搭

乗

者



別紙様式第３（第４項関係）

防衛装備庁長官 殿

年 月 日

部 長 等 名

航 空 機 搭 乗 申 請 書

所 属

官 職 （ 階 級 ）

ふ り が な
氏 名

生 年 月 日 （ 歳 ）

認 識 番 号

航空従事者技能証明書の種類

連絡先：住所（電話番号）

搭 乗 機 種

搭乗日時（又は時間）及び場所

搭 乗 を 必 要 と す る 理 由

注：１ 搭乗者が複数の場合は、搭乗者を別紙に記載することができる。

２ 用紙の寸法は、日本産業規格Ａ４判とし、縦に使用する。

搭

乗

者



別紙様式第４（第５項関係）

防衛装備庁長官 殿

年 月 日

所 属 長 名

航 空 機 搭 乗 申 請 書

所 属

官 職 （ 階 級 ）

ふ り が な
氏 名

生 年 月 日 （ 歳 ）

認 識 番 号

航空従事者技能証明書の種類

連絡先：住所（電話番号）

乗 組 機 種

乗組日時（又は時間）及び場所

乗 組 を 必 要 と す る 理 由

上記の搭乗を承認する。

年 月 日

防衛装備庁長官

注：用紙の寸法は、日本産業規格Ａ４判とし、縦に使用する。

搭

乗

者



別紙様式第５（第６項関係）

岐阜試験場長 殿

年 月 日

会 社 名 等

航 空 機 搭 乗 申 請 書

職 名 又 は 職 業

ふ り が な
氏 名

生 年 月 日 （ 歳 ）

連絡先：住所（電話）・氏名

搭 乗 機 種

搭乗日時（又は時間）及び場所

搭 乗 を 必 要 と す る 理 由

上記の搭乗の必要を認める。

年 月 日
所 属 長 名

上記の搭乗を承認する。

年 月 日

岐阜試験場長

注：１ 搭乗者が複数の場合は、搭乗者を別紙に記載することができる。

２ 用紙の寸法は、日本産業規格Ａ４判とし、縦に使用する。

搭

乗

者



別紙様式第６（第７項関係）

防衛装備庁長官 殿

年 月 日

会 社 名 等

航 空 機 搭 乗 依 頼 書

職 名 又 は 職 業

ふ り が な
氏 名

生 年 月 日 （ 歳 ）

連絡先：住所（電話）・氏名

搭 乗 機 種

搭乗日時（又は時間）及び場所

搭 乗 を 必 要 と す る 理 由

上記の搭乗の必要を認める。

年 月 日
所 属 長 名

注：１ 搭乗者が複数の場合は、搭乗者を別紙に記載することができる。

２ 用紙の寸法は、日本産業規格Ａ４判とし、縦に使用する。

搭

乗

者



別紙様式第７（第９項関係）
発 簡 番 号
年 月 日

防衛装備庁長官 殿
（長官官房総務官気付）

岐阜試験場長

部 外 者 航 空 機 搭 乗 状 況 報 告 書

訓令適用条号等 第 ６ 条 第 ７ 条

第３号 第４号 第５号 第６号 小計 第５号 第５号 第６号 第７号 第８号 第９号 第１０ 第１１ 第１１
の２ の３ 号 号 号の２

件 人 件 人 件 人 件 人 件 人 件 人 件 人 件 人 件 人 件 人 件 人 件 人 件 人 件 人
実 施 場 所 数 員 数 員 数 員 数 員 数 員 数 員 数 員 数 員 数 員 数 員 数 員 数 員 数 員 数 員

第 ７ 条 第 ８ 条

第１１ 第１１ 第１１ 第１２ 小計 第１号 第２号 第３号 第４号 第５号 第６号 第７号 小計 合計
号の３ 号の４ 号の５ 号

件 人 件 人 件 人 件 人 件 人 件 人 件 人 件 人 件 人 件 人 件 人 件 人 件 人 件 人
数 員 数 員 数 員 数 員 数 員 数 員 数 員 数 員 数 員 数 員 数 員 数 員 数 員 数 員

注：用紙の寸法は、日本産業規格Ａ４判とし、横に使用する


